
令和６年度 神奈川 介護施設 +Safe 協議会（参考配布） 

 

  

                      令和６年８月 28 日 

                      神奈川労働局 健康課 

                        

 

●労働災害発生状況（全国） 

令和５年中に全産業で 13 万 5,371 人、うち社会福祉施設を含む保健衛生業では 1 万 8,786 人

（全体の 10％程度を占める）が休業４日以上の労働災害に被災している。業種別（大分類）でみる

と社会福祉施設では１万 4,049 人被災しており、製造業、商業、陸上貨物運送事業、建設業に次い

で多く発生しておりワースト５（※新型コロナ感染症によるものを除く）の状況である。（ワースト１：

製造業（2 万 7 千人）、ワースト２：商業（2 万 1 千人）ワースト３：陸上貨物運送事業（1 万 6 千

人）ワースト４：建設業（1 万 4,414 人）である。） 

 

●神奈川労働局管内における労働災害発生状況（※新型コロナ感染症によるものを除く） 

 令和５年中に全産業で 8,002 人、そのうち社会福祉施設では 1,110 人発生しています。 

 

 

●神奈川労働局管内における過去 10 年の労働災害発生状況（新型コロナ感染症除く） 

 
 過去 10 年の労働災害発生状況の推移をみると、全産業で約 23％増加しています。とくに社会

福祉施設ではこの間に 98％増加しており、直近５年間（令和以降）の増加率は、他の業種と比べ

ても顕著に高い状態が続いています。 
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●社会福祉施設で多く発生している事故の型について（神奈川労働局管内） 

発生年 ワースト１ ワースト２ ワースト３ ワースト４ ワースト５ 

令和３年 
転倒 

２８０ 

腰痛 
（動作の反動・無理

な動作 384 のうち） 

１７２ 

墜落、転落 

５５ 

激突 

４５ 

交通事故 

４４ 

令和４年 
転倒 

２７５ 

腰痛 
（動作の反動・無理

な動作 374 のうち） 

１７３ 

墜落、転落 

５８ 

交通事故 

５６ 

激突 

４２ 

令和５年 
転倒 

３０７ 

腰痛 
（動作の反動・無理

な動作 415 のうち） 

１４０ 

墜落、転落 

７０ 

激突 

５５ 

激突され 

５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

高年齢労働者の 

安全衛生対策 

エイジフレンドリー 

情報ページ 

ＱＲコード 

 

職場の安全サイト 

転倒・腰痛防止用 

視聴覚教材 

ＱＲコード 

 

転倒災害対策 

情報ページ 

ＱＲコード 

 

 

SAFE コンソーシアム 

ポータルサイト 

情報ページ 

ＱＲコード 

 

その他、各種施策や法改正等の情報は厚生労働省のホームページを参照ください。 

URL：https://www.mhlw.go.jp/index.html    

https://www.mhlw.go.jp/index.html


別添参考資料 

●令和５年中に神奈川労働局管内で発生した転倒による労働災害（休業４日以上） 

 
 

 

 



 

別添参考資料 

 

●職場での労働災害を防ぐために～転倒事故を防ぐ運動プログラム～ 

 

 

 

 

 

 

 

 


